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昭和49年は資源弱小国である我が国の経済にとって棒めて

航しい試練の年であった｡資源を保有する開発途__L回のナシ

ョナリズムの高掲,及び資源政策の変化,世界人口の呵加など

激変する世界的動向の巾にあって,狭小同で高額り空引二会の二柁が

匝=二村するインパクトは一段と倣Lいものがある(〕知識集約形

への変根といい,社会福祉優先への移行といい,数年来叫ば

れていることが真に現実問題として迫った年と請えよう｡

二のような隅勢▲卜で回際企業としての日立製作所がいっそ

う充実するためには,内外の環境変化に即応した新製品･新

技術の【凋発が重安であり,口立製作所傘下9研究所の総力を

結集してプロジェクトの重点化と効率化､マーケット ニ【ズ

の把j程,研究のスピ”ドアップ及び成果の早期企業化などの

施策を強力に進めている｡

すなわち,政r仔の人ナ弓】三プロジェクトには昭和48年に引き続

き,発音原再生利用技術システム,自動卓壬総公､管音別技術,パタ

ーン情報処理システム,海水丁炎水化,電乞〈自動車用サイリス
タ チョッパ了別御などに参加L､また49年度は新たにサンシャ

イン計痢に参加した｡

官公庁からの助成,研究委託によるものは,光情報伝送の

研究,液晶を用いた表示装置の研究試作,半う尊体アナログメ

モリの研究J式作及び自動車の安全･公害機能の集中制御シス

テムなどがある｡

口上二製作所の製品は多椎多様で,その研`究開発の内容も非

常にlい扁の広いものである｡

すなわち,新技術,新告望■1l】.を目指した)じ行間発から,+呪塑望

品の改良,例えば整望品の作能,安全一性,信頼性向_r二､価格低

三城のための設計,及び生踵の省エネルギ【化･白勧化が盛り

込まれている｡

先行開発については,無収差凹面回一肝格子,カラー三次ノ亡

両條記録再生技術,半導体レ∽ザの開発,及び海水子炎水化･

海水処〕埋装置の開発などがあり､1桂盤才女術では破壊力学によ

る高精度強度評価システム,SF6ガスの非理想性を考慮した

バッファ圧力の理論解析,高落差ポンプ水車ランナの実働応

力のi別定解析,及びコントロール ボルテックス タービンの

研究などがある｡また,新材料とLては蘇低温用絶縁構造材

科,ガスタービン燃焼器ライナ用(ナ金の開発などが挙げられ

る｡その他,複合走二在Bスコ【70式超音波検査装置,水中調

奄ロボット システム,全自動束線機の開発など,日立製作所

がもつ技術総合ブJの結果といえる多くの研究成果を挙げるこ

とができた｡

なお,この単に収録したものは研究成果のごく--一一部であり,

成果の大部分は第2章以下の各製品に櫨り込まれている｡

無l収差凹面回折格子

凹面回折格-f一は,担川テ格子の光分散と凹面鏡の集光の両機

能を併せもった分光素‾rであるが,凹形球面上に等間隔の直

線構を刻んだ従来の凹面回折格子はスペクトル_1二に多くの収

差を伴う欠点があった｡

日立‾製作所が新たに開発した無収差凹面回折格イ･は,凹形

球面上に特定の関数関係に従って,間隔の変化する上主円溝を

刻んだものであり,溝間隔の変化量と溝の曲率の選択により,

任意の波長に無収差スペクトルを得ることができる｡この無

収差凹面回折格子は,日立製作所が世界で初めて完成した数

値制御ル【リング エンジンにより実用化が可能になったもの

である｡

二の凹面回折格子の開発により,従来の凹面回折格子分光

装置の性能向上のほか,公害計測や臣高床検査などの用途を対

象とした新しい分光装置の開発が期待される｡

/ 奴

ヾ箋
〆

譲二

数値制御ル

ーリング

肝=も エンジン

カラー三次元画像言己重縁再生技術

ホログラフィ手法を用いて35mmフイルム上にカラ…1エー火元

画像情報を記録し再生する技術を開発した｡その応用とLて

25cm川方のスクリ【ン上にカラⅧ二次元回転動画をレーザ光

で映写するディ スプレイ装置を試作した｡原]理と,装置を【窒Ⅰ

に示す｡二次元画像はフイルム_Lの直径2mmの微′トホログラ

ム約30個中に記錨されており,3佃1組で二次元カラー情報

を,11組で三次ノ亡條を近似的に合成Lている｡三次元條のも

つ多晶の帖報を効率よく†氏滅することに成功した一亡りこ技術の

ポイントがある｡教育.医用,貫伝などの分野での応用が期

待されている｡

カラー三次元再生像

限定指向性

スクリーン
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カラー三次ディスプレイの原理 カラー三次ディスプレイ装置
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半導体レーザの開発

半導体レーザは,光ファイバーを伝送路とする光情報伝送

システム用の光源として‾最も期待されているが,出力,及び

動作寿命を確認することが実用化のための最大の課題である｡

今回,GaAs-Ga(Al･As)ダブルヘテロ構造半導体レーザの

開発において,(1)ホトルミネッセンス観察法による結晶評価

と,劣化原因の解明,(2)不純物無添加Ga(Al･As)活性層によ

る低しきい値･低欠陥密度結晶の成長,(3)Very Low Mesa

Stripe(VLMS)形素子構造による活性層損傷の除去の新技

術により,出力15mWにおいて5,000時間,出力100mWにおい

て2,500時間の高出力連続動作寿命を達成し,実用化に明るい

見通しを得た｡

なお別に埋め込みヘテロ構造レーザ,及び分布帰還形レー

ザの2種類の新形半導体レーザを

も開発した｡前者は,約1〃m2

の超小形発光面をもち,低電流

で横基本モード発振が可能であ

ー),ホログラム読出し,シング

ルモード光ファイバ通信などの

用途に有望である｡後者では,

へき関銭面を用いずに,低i急に

おける単一モード発振が確認さ

れ,将来の光IC用光源として

期待される｡

レ′‡ l

放熱器を取り付けたVLMS形

高出力長寿命化半導体レーザ

表面改質技術とそのホト エッチングへの適用

半導体素子用薄膜材料の性質は,形成条件,外部ふんい気

などに依存する｡素子特性の信頼性,作成プロセスの再現性

向上を目標として,SiO2,Siなどの表面叫隼質を制御する技

術を開発した｡表面改質技術は,SiO2表面に存在するシラノー

ル基と,アルコール,シランなどとの反応により表面に種々の

有機原子団を形成する技術であり,極めて強い親水性のSiO2

表面を,ポリエチレンに匹敵する疎水性にまで連続的に変化

させることを可能にした｡この技術をホト レジスト下地材

料界面の密着性制御の立場から利用すれば,ホト エッチング

における加工精度を定量的に利子卸できる｡従来困難であった

多結晶Si膜,ポジタイプ ホト レジストを用いたSiO2膜の微

細加工において著Lい効果を得た｡

多結晶Si

(a)従来法

大規模集積回路(LSりへの適用例

和も珊 阿武

(b)本 法

多関与者をもつシステムの計画技法`やPDS”

社会的要素の強いシステムを開発するプロジェクトを計画

する過程を体系化する問題に,アメリカの成果を試用して,

新たに生じた問題点を解決し,多関与者をもつシステムの計

画技法PlanningProceduretoDevelopSystems(PPDS)

を開発した｡PPDSでは,各関与者の佃糾直,目的,手段の分

析を独立に行なった後,装置,管理,社会件の三つのレベル

で統合するという手順をとることにより多関与者システムの

問題点を解決している｡更に,グラフ理論により,運用を含

めた装置部の合理的な開発手順を求めるアルゴリズムを与え

ている｡

関与者とシステム機能間の相互関連マトリックス

｢･･･------J

開発主体倒各関与者の目的樹木

†

各関与者ごとの開発項目

†

各関与者ごとの目的/′制約条件と開発
項目間の相互間達マトリックス

l

各関与者ごとの開発項目自己関連

マトリックス
+
｢

L■
｢

受入れ楓各関与者の目的敏木

l

各関与者の行動項目

†

各関与者ごとの目的/制約条件と行動
項目間の相互関連マトリックス

l

各関与者ごとの行動項目間自己関i嚢

マトリックス

｢-----+
関与者とシステム機能閤の相互関連マトリ

ックスの見直Lと改良

全触発項目間の相互関連マ すべての目的/制約条件間の相互 すべての行動項目間の相互関連マ
トリックスとその分析 関連マトリックスとその分析 ト】トソクスとその内容分析

l r-一一r l
番開発項目間の開発

経済的閉鮎の別
制度的問題点の摘軒雷雲孟宗違歪芸違詰る順序の決定

+rJr
r･+｢･･･････････････････････････+

開発計画(案)の作成

"PPDS”によるシステム開発の計画手順

ピノレ災害時の避難シミュレータの開発

大規模建造物における火災,地震など災害時の避難誘導の

計画に当たっては,避難路ごとの群集数と避難時間を推定す

る必要がある｡このたれ 建物の避弓推路全体をネットワーク

で表わし,群集歩行をその枝上での流れ,滞留(待ち)を節点

変数,避難誘フ尊を節点における流入手元汁けとに対応させた待ち

行列形モデルによる避ち碓シミュレータを開発した｡

このシミュレータは,入力として避難路の構成と各部の寸

法及び節点(交さ点)における群集のラ売人流出比を与えること

により,滞留人数,通路群集密度,避難者数などの経時変化

を出力する｡ニれらによr),想定される避難状況に応じた防

災設備計画と避難誘導運用計画を評価することができる｡

一例として,ある高層事務所ビルで火災が発生した慣き,火
災附から直下階へのj壁難人数推移を図に示す｡
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破壊力学による高精度強度評価システム

製鋼･溶接技術の最近の進歩にもかかわらず,大形鋳鍛銅

品,及びその溶接部におしゝては,一般に微小な材料きずを皆

無にすることが困難とされている｡それゆえに,重電機器な

ど大形鋳鍛銅品を使用する構造物の信頼性確保には,これら

材料きずをもつ部材の+E確な強度評価法開発が必要とされて

きた｡日立製作所では,永年にわたる研究の結果,破壊力学

を用いて,き袈状の欠陥をもつ部材の高精度な強度評価シス

テムを開発した｡

このシステムの概要は図に示すとおりである｡従来は破壊

力学が単純な形ヰ犬,単純な応力ニ状態のものにしか適用できな

かったのに比べ,今回開発したシステムでは,実製品のよう

に複雑な形状,応力状態のものにも適用可能となり,大形構

造物の信頼性向._Lに大きく貢献している｡

この強度評価システムの特色を列挙すると壬火のようになる｡

(1)んE力拡大係数∬の計算`方法

き裂二伏欠陥の強度を破壊力学により評価するための尺度と

なる重要なものであり,従来から各方面で研究されてきたが,

複雑な形状のき裂に対しては膨大な計算時間がかかり,また

計算精度の保証が閑雅であるなどのため,実用可能な計算方

法がなかった｡これに対し,今回有限要素法を用い,特にき

裂先端要素の応力と,き裂の変形挙動に対する理論検討結果

を導入した斬新な計算方法を開発した｡このため,従来法に

比べて計算時間が約力乙で済み,高い精度が常に保証され,任

意形状のき裂に対しても応力拡大係数の計算が可能となった｡

(2)強度評価

組合せ応力ニ状態(引張り応力とせん断応力の共存など),一平

均応力が存在する場合などの複雑な応力二状態における強ノ要評

価が可能であり,各種実用鋼に対するデザイン カーブが制定

されてし-る｡また,0.1ミリメートルから数十ミリ メートルの

広範囲な寸法のき裂に対し,弾件仁打力範囲,

1或にわたって評価が‾可能となっている｡

設計仕様
′
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強
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l

脆性破壊

強度の評価

YES

部材設計

l､

応力解析

卜丁･､恕
応力拡大係数

∬の計算

疲れ限度の

評 価､

YES

NO

NO

製 造

弾幣件及び嘩性

(3)適用範囲

このシステ

ムは,製品便

川中の負荷に

対する強度評

価だけでなく

鋳造,熱処理

などう製品使用

時の割けL防止

にも活用でき,

大きな成果を

挙げている｡

破壊力学による

強度評価システ

ム

海水淡水イヒ･海水処玉里装置の開発

通商産業省大型プロジェクト研究｢海水淡水化と副産物利

用+の一環として,大分県鶴崎に造水量10万m3/dプラントの

テスト モジュールを建設し,大容量装置による実証試験を行

なう計画が進んでいる｡日立製作所はこの研究の一部を′受託

し,｢脱気･脱炭酸･スケ”ル防止+の研究テーマに従い,プロ

セス用海水の処‡里装置を設計,製作した｡

蒸発式海水i炎水化装置にお･ける問題点の中で重要なものに,

腐食とスケール付着が挙げられる｡海水による腐食を低減す

るには,海水中の溶存酸素を除く脱気処理が必要であり,噴

射ノズルでのフラッシュ脱気を応用した新しい最終蒸発段収

納形脱気装置を設計,製作した｡スケール付着防止はpHコン

トロ【ルとスポンジ ボール洗i争の複合法とし,pHコントロー

ルのために斬新なカスケード槽形脱炭酸装置を,スポンジ ポ

ール洗浄のためにポール捕集器及びポール回収器を設計,製

作した｡

Jヤ†磁′責Yか-

那;

カスケード槽形脱炭

酉変装置

極イ氏温用絶縁構i蔓材料

超電導機器の絶縁構造材として使用できる極低温で優れた

性質を発揮する複合材料を開発した｡カーボン繊維とガラス

繊維の混織布の校層品は,三一三温から4.20Kに冷却時の熱収縮

率を0.01～0.35%の範囲で自由に構成でき,スペーサや支持

材として好適である｡ガラス･ポリエステル絶縁テープは,

図の応力ーひずみ特件に示したように極低温下で引朕I)応力を

√受けたとき,徴′トクラックを生ずるまでのひずみが大きく,

超電導線の段間絶縁として好適である｡

また超`正導線の束をモールドし,室温から4.20Kの液体ヘ

リウム中に投入してもクラックを生じない,耐クラック性の

優れたエポキシ含浸寸封脂組成を開発した｡

注:0クラック発生
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複合走査Bスコープ式ン超音波検査装置

工業製品,あるいは材料の健全性を調べる超音波探傷法は､

ほとんどの場合Aスコープ上の探傷信号7皮形の観測によって

いるが,この方法では被検体内の欠陥の位置,形メ犬,方向惟

などの推定評価が困難な場fナが多い｡そこで,被検体に対し

て超音波ビームの扇形走査と移動走査とを併用する,いわゆる

褐f㌢走査を行なって得られるエコー信号により,被検体の断

面像を表示するBスコⅥプ法によれば,1勺部欠陥の位置や方

向性が直視的に判断できて,探傷結果の評価が容易になる｡

この榎合走査法は医用診断には活用されているが,これを▼,1‾二

業材料に適用するには,･一般に被検体何での超斉波ビームの

屈折があるので,Bスコ【プの表示走査線もその屈折径路に

対応させる必要があるしつ また,Bスコープ上の超音波エコー

イ象から被検体内部欠陥の規模を評価するためには,エコーイ言

号の強度に対応Lて色分けして表ホすればよい｡

上述の目的を達成するための回路装置と,超音波ビームの扇

形走査を行なわせるための可変角探触千とが開発された結果,

映像のド皆調表示機能をもつ裡ナナ走査Bスコ【プ式超音波検奄

装置の完成をみた｡図にこの装置のシステム構成を示す｡同

図で可変角探触子はその変角動作によって超音波ビームの被

検体への入射角βを変化させる,いわゆる扇形走査を行ないつ

つⅩ方向に移動するご_-.各動作は走行制御装置によって制御さ

れるとともに,角度β,位置Ⅹの値に応じた電気信号を偏向信

号発生部に導き,ここで表示走査を行なうための∬,封偏｢占J信

号を作成する｡映像走杏変換部では,超音波送一夏信部より得

られるエコー信号と,_卜記∬,封偏向信号でアドレスすること

により,披検体の超音盲伎断向傾が蓄積される｡このようにし

て形成された映像信号を標準のテレビ走査モードで読み出L

その階調を12段階のカラーで区分しカラーテレビ モニタ_Lに

表示して,被検体断何の観察に供される｡

この超音波検査装置によれば,(1)種々の方向性をもつ欠ド托1

がよく検出できる｡(2)探侮結果が被検体の断面像として表現

されるので,判定･記録が容易である｡(3)欠陥エコーがその

強度に応じてカラー表示されるので,欠陥の規模の評価に有

効であるなど,多くの利点が得られる｡

∠卜後.各種の溶接部や部材の欠ド㍍1検査,あるいは原子炉圧

力容器の自動超二畠り皮検奄などに,広くこの技術の応用が其朋寺

される｡

(X)

(β)

討β

欠陥

可変角一

探触子

超音波
ビーム

偏向信号

発 生 部

超 音 波

探 傷 器

∫ ビ

≡岩去
.ヴ

駆動装置

､
-
-
､

ヽヽ

ヽゝヽ

､被検体 表示

ヽ

ヽ
ヽ

走行制御

装 置

走査線

デオ信号

ー北
部

カラー

ビデオ信号

r

カラーテレビモニタ

複合走査Bスコープ式超音波検査装置のシステム構成

S F6ガスのヲ巨理想･性を考慮した′ヾッファ圧力

の王里論解析

バッファ形S F6ガスしゃ断器は,しゃ断動作に伴って吹付

圧力を発生する｡50kA級の電流をしゃ断するためには高いバ

ッファ圧力が必要であるが,S F6を理想気体として取り扱っ

た従来の計算法では,圧力が高くなるほど計算精度が低‾Fし,

でナ理的な設計ができなくなる｡これに対処して,S F6のBea-

ttie-Bridgeman形二状態式に基づく非理想性を考慮した新しい

計算プログラムを開発した｡図は計算波形を実測と比較した

一例で,理想気体を仮定した従来計算法では50%以上の誤差

が山る高い圧力領J或であっても,非常によく実測ぎ皮形を再現

できることが分かり,バッファ形力一スしゃ断器の超高圧･大容

量化への貢献が期待されている｡

二て二･P.15300kV50kA8.000Aバッファ形ガスしゃ断器

0

当
政
→
只
也
ト
ト
ヽ
･
ソ
＼

理想気体､ ′′､､

＼＼J†

非理想気体

実測

U lO

時 間(ms)

バッファ圧力計算う皮形と実測との比重交

20

高落差ポンプ水車ランナの実働応力の測定･

解析

近年,大形･高速化の著しいポンプ水車用ランナの設計技

術と信束別宅の向上を目的として電源開発棟式会社沼原発電所

納め230MWポンプ水車梢ランナ(一体構造)及び関西電力株式

会社奥多々良木発電所納め310MWポンプ水車用ランナ(二分

1刊構造)について揚水及び発電運転の過渡時を含む全道転領域

における実働応力を測定し,実機ランナの安全性を確認Lた｡

測定結果は三次元有限要素法によるランナ応力計算プログラ

ム"S TAR''の請十算値とよく一致することから,これら-･一連

の成果を･甚に高精度のランナ設計基準を確立した｡図は沼原

発電所ポンプ水車ランナの測三起結果の例で,ランナベーン中

間部,クラウン側反作用面の水車逆転における応力を示す｡

案内羽根
開 度

ラ ン ナ

回転速度

ランナベ【ン

応 力

300(MW)
200

100

100% 130%

〉4,g(kg/m引2)-4.6(kg/mm2)

ーg.9(kg/mm之)
1.一..__._.

集魚荷運転 一発電運転 負荷しゃ断 水幸運転時ランナ

ベーン応力
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水中調査ロボット システムの開発

妄け川法人機‾械批一野川払会所械‾イ城システムセンターーに上り,結

締の水小作紫磯城を組ふナナわせ,七】r†卜かご〕過ド舶うJ滞在をして水

小一一卜木挫.‾i虹｢■けを施_｢するSeabe〔lEngineering Work(S E

W)システムが.汁州された′.Fトー′二二歩望作I叶は,二のシステムの小

のサブシステムヒして,_1二小ろ･川二J姶するがJに水昧のJ也形を刈り

こらミニL,三た朋十門のムーし験を子ナち･し･1,‾l∵卜小には水峨で作業小グ)

他の作業機ず城の〕ぜ転化子妃を朋奄し,圭た‾11-J綿羊イ紹には他_丁二

緋召上の棟木を行なうことのできるI‾‾水小朋‾で王ロボいノト ンステ

ム+グ川りヲ芭試作を川丁■1Lた㌧､二のシステム叫i;+碓に=､11た一-ノてrユ

S EWシステムのサブ システムとしてだけではち･く,iト_′_【き竺

イ竹叶がうい二間一児Lた横軸形水lいブルドーザグ)川辺装‾;;てとLて

もう小､ソニして仕付Jできる.土う,ノ也二11ち､人ききク‾)榔iに一名■J,言‡すれば

仙川できるようにl巧山きこし/たL‥水小朋作ロボ‥ノト ンステム+上､

軸岐-′と行榔(ロボlソト)､ロボ‥ノトの水小作某を‾上すノ三する粍イ城

.札 二のIlllj‾ポ▲を榔寸_卜かご′)述ドJ■舶那征するためグ).汁抑り去ホ｢一子1;グ)3

たl;で椛城した.､.和紙/正行｢'fl;はノ+､け壬トラクターーショベルヒ川し

ような無l択一机j江をもノノてJぅり,水岐グ)測ら一ミニに必紫なみ柿.汁州

汗ご壬のはか,水l‾いテレビ,水中カメラ,卜門ふし験1湾ち･ビラを措械

Lた.二 慨イ減J■肘よ沖小宅′仁子川l;を水祇に一‾ノリ降ろすため♂)油J_f三ウ

インチと,七jfiの卜下剤に_より水小ケーーープルに触+叩なプJが1+三トか

ごノ,ない上うにするヒーーブコンへンセータ ヒ=ナばれる=ノ､こな鮮J

ぎ才;様のもク〕とを純ふrTわせてある､.汁州別御-■肘二｢土,水収

にi汚/-ノていて1rりかこは内似できち･いf也岐-7ヒ打‾｢て王;の什苦言北批か,

七】r†卜の才郎従名▲に一寸1で分かる.上う表ホ‾ノ/扶にく∴-うを指トJL

た行柿;汁川汁ニ‡と､f妊峨1ヒ什J■;こlユキ1立附す染縦するためノ‾仙川≡りせと;;一三

とが組〔ちj△まれている｢)Ll朋口48年秋,ヰ‖校i巧細浦港沖でSEW

システムにを加1Lたみ什と†ナいJで子-fなった総｢ナi毎小ノノミ炊ご′)純

一札 水小朋ナモロポ‥ノト システム+い叶1Lグ)什椛を榊たすfけ城糾

を+止めることができ.′仁昧絶小二ちにか†.子山名三さに納入された.､

二のシステムに対してノブ一えノ⊃れた仕様は,本州～川川婚終倍

工■J=ニイ小1卜す‾ることを愁1いノたもグ)で､帖ノこ水碓は70m,3

knグ)i印さ允までは朋ゲHl三光を什ない,それ1二1十.6knまでの州=允

では水祇にi′節付Lていることか甥試され,1いり･にぷけたできる

範l叫は100×100mとな一-ノている.二のような什イ浅のたれ F-1

二正製作所の水小作業磯子戒の特徴となっているげカタンクを設

けず,約80手引二ゝ卜ほ､るイi‾i号を1本の卜了J軸緑によリj去ノヱイi言する

イ∴号多弔化装置を仙川Lて,水rf】ケMナ′しの外接を細くする

など水流♂〕舵杭をi成らす.ようにLたt♪ 二乍Ir‾=巨_こ山ま5.3t,水rl-

_軋王‾占二は4.2t,走行逆性は1.4kmルである｡

環

う毎底調査中のロボット(久里浜)巷,水深ZOm)

孝幾械の高精度強度言平価法

慨イ城の†.言椒作をl｢り卜きせるため,機寸滅の強化にまjを壬で･ミ:三をノ･之ほ

す`ノミ倒f芯桟,り三倒杓‾｢h 幾イ叶､jJ:｢1て川川(,材料などを系統l′小二

棉.汁L,ラボラトリ オー1ト ノーションをJユニ範州に収り人れ7二

■1捕】手性,_lしつ/;吐埴な瀬川と.沖価扶を川+碓Lた.､

二の.沖佃法はり三倒応プJの十川,イオ料.;∫し験,り三機J'弧'--'-,ある

いはモチ′し汚に一1～∫プ)蝿れJJじ放ち･どに′よる掘れ寿命-ナi川システム

であ一-ノて,り三脚†心ノJデー一夕処叩,鳴れ減収の子i州法などにIt

､ンンと･望什I叶仙=ク‾)考`えを斤､み,如にHITAClO･と1l'1二約した叱れ

,i■J-し快‡鴇やⅩ辣ケ長石ノブんロブ川り1ヒ装iirこをriりヲ己rノて-･.■純一i性化,■.一ごi能ヰて
化キトズ】り､巾に恍諾こさ､Jユト紫慌†こ城をはじめとして而】11'-,ノl一に卜.;二J;

.～.】-ち･ヒ'終1川子のf‾.川州′ト!｢り卜にり三紡を
卜げつつある.

トズ=.主剤那糾衣服j出物の耐久.さJし験ノ､fiT古をニク〕.㌣Hll【i淡に′よる､叱れ

ノ､+‡汀■‡jli州仙二と比較Lて′+七Lたもク)であり,よく-･i三女【ノている.
ニ
∈
∈
＼
野
ニ
b
ワ
叫
匿
浦
只
増
爺
呼
水
噛

0

nU

O

O

6

5

4

3

＼㌔､
耐久試験による疲れ寿命;＼実験値二本評価法によ

ー･理論値r疲れ寿命推定値

100 1β00 10,000

稼動時間(h)

強度評価法による実

機疲れ寿命予ラ則例

(鋼溶接構造物の耐

久試験における疲れ

寿命を予測したもの)

コントローノレ ポノレテックス タービンの研究

J】上近,㌣｢エネルギーー♂)什仝｢ⅠてJ安.;小二よi),充′.に州恍:†ごさの効

ヰ小J卜ご_土,いノーノそう巾安にな/ンてきた そこで,抑F/いフローー

バク=ン(′流れ分イけ)をノJ宝1tターービンに旭胴【ノて,そグ〕効ヰを

収‾拝する了肝′光を行な一-ノた‥

fノ亡札 力覧1もタ【ビンでは-､卜作ノブ▲l■′りに渦を_′卜じない(フリー-ポ

ルテリクス)フロー バク)ンキーは川してきたか,従イモ〆=lろ

し-ろグ)り三験や解析純一リミをノIl主に..タ∽ビン♂).享糾呈を失とフローーー
パ

タmンの旧係について検.けを行な′ノた私1f一札､l′二行‾方l■′りに趨LノJ

ろ.-i柏ウナイけをもつ(コントローーール ポルテ･ソクス)フローー バクーー

ンを地J】トナることに.よ り,タービン対JヰくかぃJ卜するニ ヒを仰

.言,どできたL､トズ=まニグ)イ軒先でり三池Lたモデル
タ･-ビン′ノミ炊･ノ‾)ネ∴

刀工をホLたもげ)で,コントロ【ル ポルテ､ソクス タービン｢土,

従水のフリー ポ′しテックス ターーービンに比較Lて,仙ヰ主か1

?£l｢り卜Lている.

コント ロール ポルテ･ソク ス タービン
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)王:一く-･･コントロールボルテックスタービン

ー1ゝ-フリーボルテックスタービン

0.4 古ち 0.6 0.7

速度此町11,

(諾器;旨覧芸芸慧諾追当速度)

は,従火ノこき二′1･す王けこ

を′卜じていた粥凡

才-■f.;ゞⅦや非凡い亡.ノ;i;の

効率改‾沖,ノ之ひサミ

ソ亡才J古川り抑かノJのiん‥事;

洩-仁一;二の才城少に才､=二

て拙-リこが人きい

コントロール ボルテッ

クス(新),フリーボル

テックス(従来)両ター

ビンの効率比重交
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全自動未練機

lし己十樅器の内部の密り三Lた縦線には､‾叫三組と呼ばれる線り三
川が川い↓-Jれている‥ f准オ∴ 東棟は人手により黎望作されてい

たが,ニれを什軌化するため,l二】土約束維機とそグ)逆転用ソフ

トウェアを槻ブ己Lた､.

こグ〕機寸城は,数仙制御(NC〕装荷を川いて､線引ヘッドを

Ⅹ､Y柵に格別きせ東根を形成するもので､多稚線材を川い

た■∴i祇佗なも♂‾)を対宮ミとできる‥ また線引に朋いるく ぎの打

.i生し-み.川色紙の州別に川いるマーキングも‾‖川巨である(｡
ソフトウェア(ASRUT-Cl〕の機f胤 ノ之び柑i一去は,ユ爪サー

仙=の.さLり一などをそグ)圭圭耽りj放えること,l斗い〕れたく ぎで

多放本の線引ができる柔軟ち･データ構j左をもつこと,フォー

トランで.言亡述L,HITAC8400(13～262KB),HITAC 5020

(､65K.冶)で処珊できることである.⊃

･′軒､､や′､∨惑ミ′Ⅹタ:′ご貰?ご

≒′′三義
∨′ノ′こノ盗′

き

;′露竿若つ苛‾=アニこ了■三軍

全自動東根機

複雑な形司犬をもつ軸状部品の精密心なし研削

帥柑=帆二構､八など'りJ欠きノ)ある軸兆工作物を心なL研f一手l+

するときのりJ火きによる一旦引り性/＼のをjをき繁を解川=ノ,詣い真円

はを了操る精て潜心ない肝F抑去を椰､l′二した.

心ない抑制では‾｢作物は､とイr･凋ヤさ卓･ブレードの‾一ニネ

に支持されているため,帥∫仙Rfがひず./ちr†Jとなりやすい.っ こ

のひずみF勺は二l二作物を支･持する 二名▲のf‖対位置によ′ノて異な

り,虹に切欠きのある‾り川勿では､丁作物1L白+屯た小の研削ノJ

の盤上抽により切欠き形状柑イ】‾のひずLみドJを生ずるし.そこでこ

の域rナの切欠き庁わ=こに起【人1するひず､み1リのヲ邑生機構を解日月L,

二のひずしみ1りを柑禾貨する二1二作物支持条什を設左することによ

り,止円性を什卜させる‾ノバ去を見し､だLた_.その紙札 縞能

やに加えて出精性に仕卜げ研Flりできる心なし研Fl川法を尖]兆し

た_･例えば卜文】にホL/二ような研削帖の変則(切欠き帖′/仝研削

帖)が50チ占の二1二作物では､二れ圭での2′(∠の兵=性に比べて1/∠

11卜の事11fiし､相性が手工ト､〕れるようにな/ンた{｡
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SPE(:rMEN
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プラスチックの;充動特性と長期寸法安定性

プラス十‥′ク材料は､j一法安;立件か悪いなどの問題もあり､

二れまでff.よ.度,iユヱ也などの瑞描の呈j〔i苧巨につし､ては明らかにさ

れているか,拉も前賀なJ戊形I17-の残印ひず.みの解放による寸

法変化についてははとんど検L汁されていない｡そこで残解ひ

ずふの発七城l榔二ついて検方寸したっ 図(a)は射‖=戊形したダン

ベル帆三∫し什かJ〕細什を切り山し,加熱Lた場イナの厚さ粁加や

(械招ひずみ)をホす｡1ズl(b)はフローテスタのダイス形二状を変

えたときのバラス効果を∴くらふ比でホした｡而図はよく対

応L,残額ひずみは流動時の弾性ひずふの棟結によることが

叩JJ〕か七なった:.如二令巧叩づの流れを頬郡化するため,流.路

断伽什ラ状や流れの方rfりが変化する場′ナ,障二F‡物がカニ存する場

†ナなどグ)モデルう†巧一三を用いて流路Jlニラ状と城田ひずみの関係を

明仁〕かにLた′

以卜により,残留ひず､みを少なく Lて1ミ期寸法ノ左1立件に優

れる成形条件や金デモ_■!形状を樵唯的に解叩jLたし〕

一-1-､ ダンベル状試片/▼,→__
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(b) ダイスの組合せと

ょ､く らみ上ヒ

強度,延性の優れたガスタービン燃焼器

ライナ用合金"HGT-+''の開発

オ､スターーービン燃焼認諾ライナ柑は加二｢怖が似れ,縞i㍊,･氏1咋

lぎ耶州熱しても組織､仲田が安1ヒLており､月_つ熱鮨撃柑1･f書三の

憤れていることが要求される√)

耐轍化′性/之び組織の左記件の上一二かご〕25Cr-45Niを基にL,

卜i言己の.さア什げ壬を満旭するょう幾つかの特殊ノ亡素を添加し,各

柑l■′L閂を調べた｡その結果,所期の目的を達する′ナ企Hitachi

Gas Turbine Liner(HGT-L)を糊ヲ己した㌧)二ので㌢1モは25Cr-

4.5Nト0.5Ti-0.5Nbから成り,ニれを用いて田1に示すライナ

を.式作した′

いHGT∬L'■ほ低J犬素で,且つTi､Nbの呈が少ないので力11工

作力丁憧れ､土主時間加熱による析=物が少量,微細で脆化しに

く く､重た8000c加熱､水f令グ)繰返しによるき袈の亨邑生は他の

′ナ令に比べ著しく少ない.､

"HGT-L”合金

製燃焼器ライナ




